
子どもにはまもられる権利、大切にされる権利があります。おとなでも子どもでも、
この権利を侵害してはいけません。これまで解決しなかったことも「せたホッと」
に話してみませんか。（自分のことでなくても大丈夫です）
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電話やメール

で相談

「先生が怖い」

「親にイライラする」

「先生が特定の人

をひいきする」

「友達との関係が

 うまくいかない」

「どういう進路が

 いいのか迷っている」

「友親が自分の気持ちを

 分かってくれない」

「なんだか分からないけど、

学校に行きたくない」

クラスメイトか
ら心無い言葉を
言われる

先生に
勘違いされ
怒られる

親からの指示に従

わないと叩かれる

児童相談所へ
一緒に行き、面談

学校にせたホッとが
行って面談

電話で相談
学校と家のことで悩んでいる

数回面談をして、どうするのがいいのかを話し合う

会って話す

どうやって
相談しているの？

どんな相談
があるの？

誰が相談を

受けているの？

“せたホッと”を分解してみた（次のページに続く…）

どんなこと
をしてくれるの？

相談したら

せたホッとが

家の近くの

施設の部屋を

予約

せたホッと

で面談

悩み事以外にも、

日常のことも話す

何だかスッキリしない、モヤ

モヤしているなど何に困って

いるかわからない時でも大丈

夫です。話していく中で一緒

に探していきましょう。もち

ろん、相談のペースも場所も

あなたに合わせます。

せたホッとは様々な相談を受けています。話すことで

困っていることが整理されたり、どうするのがいいか

が見えてくるかもしれません。嫌だ、つらいと感じた

ら、まずはせたホッとにお話ししてみませんか？

あなたの気持ちや意見を聴

くことを大事にしながら、

あなたにとって一番いいこ

とは何かを一緒に考えます。

学校など、あなたに関係のある

機関へ話をしにいくこともで

きます。もちろん、あなたの希

望がない時は勝手にしないの

で、安心してください。

会って会って

話してみたいな話してみたいな

なんだかもやもやなんだかもやもや

が残っているが残っている

どうすればいいのかどうすればいいのか

わからないわからない

話したく話したく

なったな。なったな。

予約しよ予約しよ

せたホッとせたホッと

は遠いなは遠いな

学校のこと

家族のこと
子どもサポート委員

相談・調査専門員

そのほか
３人の委員がいます

平尾委員

太田委員

安部委員

最初に電話やメールの

やり取りをしています



（人）

（人）

（人）

　中学生世代の相談は「心身の悩み」と「対人関係の悩み」が最も多く、次い

で「家庭・家族の悩み」が多かったです。「心身の悩み」では、悩み事が解決

せず、身体症状が出ていたり不安が大きくなったりするものがありました。また、

「対人関係の悩み」では、同級生や先輩後輩、恋人とどのように接するのがよ

いのかというものやいじり・からかいで困っているというものがありました。

　昨年度は約８割が中学生、約２割が高校生で、中学1

年生と２年生の相談が多かったです。心や身体など個人

の変化も、対人関係や空間など環境の変化も大きい時期

だと思います。困ったな、どうしようと思った時には、

せたホッとへ相談してみませんか？

　初回相談の半数以上が30分未満でした。一方で、１時間以上

かけてお話しする方もいます。せたホッとは１回の相談時間を設

けていません。みなさんに合わせてお話を聴いているので、安

心してくださいね。

　初回の相談が多い時間帯は、「15時台」

と「18時台」でした。この時間が多くな

るのは、授業や部活動が終了する時間に

あたるからではないかと考えられます。せたホッとは平日は午後１時～午後８時、土曜日は午前10

時～午後６時の間で相談できます。いつでも相談してくださいね。

　昨年度は「電話」と「メール」が同数で多かったです。直

接話したほうがすっきりする人、文章で時間を自由に使いながら

相談するのが合っている人、それぞれだと思います。もちろん、

組み合わせても大丈夫。みなさんが相談しやすい方法でお話でき

たらうれしいです。

　今回は中高生世代に対象を絞り、どのような相談が寄せられているのかを特集します。統計のデータは令

和４年度のものを使用し、事例は過去５年以内の活動報告書の中から皆さん向けにアレンジしました。これ

らを通して、せたホッとのことを知ってもらい、相談する時のハードルが少しでも下がることを願っています。

保護者の相談から、中学生本人とつながった相談

　ある日、中学生のＡさんの保護者から電話で、子どもがクラスメ

イトから「死ね」や「消えろ」といった暴言を言われたり、暴力を

受けたりしている。学校以外にも相談しようと思うがどうしたらい

いかと相談がありました。これを聞いた相談・調査専門員は、Ａさ

んが受けた恐怖や悲しみに触れつつ、可能であればＡさんからも話

を伺いたいと伝えました。後日、Ａさんは保護者と一緒に来所し、

話をしてくれました。そこでＡさんは学校で何か言われるかもしれ

ないという恐怖など学校に行くつらさを話しました。せたホッとか

らは、今は休む時期なのかもしれないことと、安心した学校になる

ためにせたホッとが学校に話し合いをしに行くのはどうかと伝えま

した。Ａさんも保護者も了承したので、後日せたホッとは、校長先

生や副校長先生、担任の先生方と話し合いをしました。話し合いを

重ねる中でＡさんの気持ちを伝え、安心して学校生活が送れるよう

な体制を少しずつ作っていくなどの調整活動を続けています。

※実際にあった相談を組み合わせて作った事例です。

※実際にあった相談を組み合わせて作った事例です。

13歳～15歳(中学生世代)編 16歳～18歳(高校生世代)編

太田委員 平尾委員 安部委員

このレターを手に取ってくれてあり

がとう。私は中・高生のとき、将来、

自分はどうなるのかといつも不安で

した。誰かに話を聞いてもらいたい

ひと！楽しいことや心配なことなど

なんでもどうぞ。お待ちしています。

高校の時、ある女の子を好きになり

ました。でも、その子にはすでに彼

氏がいて、その彼氏ともめて、話し

合うことに。殴り合いのけんかとか

にはならず、生きるってなんかやや

こしいな、としみじみ話しました。

高校生の頃、家出したくて仕方あり

ませんでした。ある日、きっかけは

忘れてしまいましたが、親から「出

て行け！」と言われ家を出たところ、

車で追いかけられ「なんで出て行く

んだ！」と怒鳴られました。理不尽。

続 “せたがやホッと子どもサポート （略称、せたホッと）”

を分解してみた

【 何年生が多いの？ 】

【 どんな方法で相談しているの？ 】

【 いつ相談しているの？ 】

【 初回にかかる時間はどのくらい？ 】

高校生本人からの相談

　高校生のＢさんは、「自信がなくて、自分の意見を言うのが苦手で、

周りの人の空気を読んで考えているばかりの自分が嫌い」、という内

容のメールを“ホッとにきゅうさいメール”に送りました。

　このメールを受け取ったせたホッとは、まず〈今までつらかった

よね。話してくれてありがとう〉とＢさんの気持ちに寄り添い、〈こ

れ以上独りでつらい思いを抱え込まないように一緒に考えよう〉と

書いたメールを送りました。

　その後は、Ｂさんが相談したいと思った時にメールと電話でお話

を続けました。そうしていくと、Ｂさんは少しずつ考え方が変わっ

てきたと話すようになりました。安心して話せる関係の中で、違っ

た見方を聞いて考えたり、自分の中で整理して話したりすることで

変化があったようです。そのため、身近にいる話しやすい先生にも

相談してみることを提案すると、担任の先生とお話しできるように

なったと報告があったので、せたホッとにもいつでも相談してほし

いと伝えて、見守りを継続しました。

　高校生世代からの相談は「対人関係の悩み」が最も多く、次に「虐待」と「心

身の悩み」が多かったです。中学生世代と比べ、相談の種類が少ないことも

特徴です。「対人関係の悩み」では、同級生とトラブルがあり、自分でどうに

かしたいと思っているがどうしたらいいかというものがありました。また、「虐

待」は身体的なものよりも精神的なものがあり、「心身の悩み」では自分の性

格についてどのように向き合っていくのがよいのかというものがありました。


